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５
年
の
ウ
ィ
ー
ン
会
議
に
て
国
際
的
に
永

世
中
立
国
と
し
て
承
認
さ
れ
、
現
在
も
欧

州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
に
は
加
盟
し
て
い
な
い
。

１
９
１
２
年
の
国
際
ア
ヘ
ン
条
約
を
受

け
て
、
24
年
に
最
初
の
麻
薬
禁
止
法
を
制

定
し
た
。
そ
の
後
、51
年
と
70
年
の
改
正
、

61
年
の
麻
薬
単
一
条
約
の
批
准
で
大
麻
草

の
取
締
包
囲
網
は
完
成
さ
れ
た
。
と
こ
ろ

が
、
嗜
好
目
的
以
外
の
栽
培
は
継
続
さ
れ

て
い
た
た
め
、
95
年
に
当
局
が
嗜
好
目
的

以
外
の
栽
培
を
容
認
す
る
宣
言
を
行
な
っ

た
。
た
だ
し
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
主
成
分
で

あ
る
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
を
言
及
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
10
％
以
上
の
高
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃

度
品
種
を
栽
培
し
て
逮
捕
さ
れ
て
も
、
嗜

好
目
的
で
な
い
と
主
張
す
れ
ば
黙
認
さ
れ

る
状
況
を
生
ん
だ
。

法
律
的
に
は
禁
止
さ
れ
な
が
ら
も
厳
し

い
取
り
締
ま
り
が
実
施
さ
れ
な
い
と
い
う

い
処
罰
を
要
求
し
た
「
魔

女
教
書
」
を
公
布
し
た
。

魔
女
狩
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

と
し
て
悪
名
高
い
『
魔
女

に
与
え
る
鉄
槌
』（
１
４

８
７
年
）
は
、
魔
女
教
書

を
序
文
に
し
た
こ
と
で
権

威
を
持
っ
た
と
さ
れ
る
。

も
と
も
と
ロ
ー
マ
・
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
は
向
精
神
作

用
の
あ
る
ハ
ー
ブ
や
タ
バ

コ
な
ど
を
悪
習
と
し
て
い

た
。
ス
イ
ス
国
内
で
も
南

部
の
フ
ラ
ン
ス
地
域
で
は
影
響
が
特
に
強

く
、
１
５
１
５
年
に
５
０
０
人
が
処
刑
さ

れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
魔
法
や
魔
術

に
大
麻
草
も
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
そ
れ

を
ハ
ー
ブ
と
し
て
扱
っ
て
い
た
薬
草
師
や

助
産
師
が
ど
の
程
度
の
人
数
で
迫
害
を
受

け
た
か
は
全
く
不
明
だ
が
、
こ
の
時
代
に

は
大
麻
草
は
薬
草
文
化
と
魔
女
狩
り
と
い

う
対
照
的
な
扱
い
を
受
け
る
対
象
だ
っ
た

の
だ
。Ｔ

Ｈ
Ｃ
濃
度
１
％
未
満 

と
い
う
独
自
の
基
準

と
こ
ろ
で
、
欧
州
に
お
け
る
ス
イ
ス
の

地
位
は
独
特
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ロ
マ
ン
シ
ュ
語

の
4
つ
の
言
語
を
公
用
語
に
し
た
多
民
族

国
家
で
、
カ
ン
ト
ン
と
呼
ば
れ
る
州
に
よ

る
連
邦
共
和
制
を
と
っ
て
い
る
。
１
８
１

薬
草
文
化
と
魔
女
狩
り

欧
州
の
中
央
内
陸
部
に
位
置
す
る
ス
イ

ス
の
人
口
は
８
４
２
万
人
。
国
土
面
積
は

日
本
の
九
州
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
そ
の
約

４
割
が
海
抜
１
３
０
０
m
を
越
え
、
農
耕

地
の
7
割
を
牧
草
地
が
占
め
る
。

ヘ
ン
プ
の
歴
史
を
辿
れ
ば
、
古
く
は
紀

元
前
６
５
０
０
年
前
か
ら
紀
元
前
２
０
０

年
に
か
け
て
、
ア
ル
プ
ス
の
低
地
で
ヘ
ン

プ
の
花
粉
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が

残
さ
れ
て
い
る
。
時
を
経
た
15
世
紀
、
欧

州
全
域
で
ヘ
ン
プ
産
業
が
栄
え
た
時
代
に

は
同
国
で
も
栽
培
・
加
工
が
盛
ん
に
行
な

わ
れ
た
と
い
う
。
繊
維
利
用
の
ほ
か
に
薬

草
と
し
て
の
価
値
も
こ
の
時
期
に
見
出
さ

れ
た
。
１
５
３
９
年
に
ド
イ
ツ
の
植
物
学

者
で
医
師
の
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
ボ
ッ
ク
は

約
７
０
０
種
の
植
物
の
名
称
と
特
徴
、
薬

効
を
分
類
し
た
『K

räuterbuch

（
西
洋

ハ
ー
ブ
書
）』
を
著
し
た
。
ス
イ
ス
は
隣

接
す
る
ド
イ
ツ
と
経
済
お
よ
び
文
化
圏
が

近
く
、
こ
の
ハ
ー
ブ
書
ブ
ー
ム
の
影
響
を

受
け
た
。
ア
ル
プ
ス
の
高
山
植
物
は
薬
草

の
宝
庫
で
、大
麻
草
も
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
、

薬
草
と
し
て
の
効
能
が
明
記
さ
れ
て
い
る

（
図
１
）。

一
方
で
、
薬
草
文
化
が
普
及
し
た
時
期

の
ス
イ
ス
と
い
え
ば
、
宗
教
改
革
の
真
っ

只
中
。
中
世
の
魔
女
狩
り
に
お
墨
付
き
を

与
え
た
ロ
ー
マ
教
皇
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ

ス
８
世
は
、
魔
法
と
魔
術
に
対
す
る
厳
し

スイス
独自の「THC濃度１％未満」の基準で
急進するヘンプ１００％のタバコ
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図１：�『Kräuterbuch（西洋ハーブ書）』（1560年版）
に掲載された大麻草のページ



37 農業経営者 2019 年 10 月号

１
％
未
満
の
４
株
以
下
の
自
家
栽
培
に
つ

い
て
、
ス
イ
ス
連
邦
裁
判
所
は
翌
12
年
に

連
邦
麻
薬
法
違
反
と
認
定
し
た
。
Ｔ
Ｈ
Ｃ

濃
度
に
関
わ
ら
ず
、
大
麻
草
の
自
家
栽
培

が
禁
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
13
年
以
降
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
１
％
以
上

の
大
麻
草
に
つ
い
て
も
、
10
ｇ
以
下
の
所

持
は
犯
罪
歴
が
残
ら
な
い
１
０
０
ス
イ
ス

フ
ラ
ン
（
約
１
万
１
５
０
０
円
）
の
罰
金

の
み
が
課
せ
ら
れ
る
。

ス
イ
ス
で
は
、
一
連
の

嗜
好
用
と
医
療
用
大
麻
の

合
法
化
運
動
を
経
て
、
Ｔ

Ｈ
Ｃ
濃
度
１
％
未
満
を
規

制
対
象
外
と
す
る
基
準
が

採
択
さ
れ
た
。
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃

度
０
・
２
％
以
下
を
産
業

用
ヘ
ン
プ
と
す
る
Ｅ
Ｕ
の

基
準
に
比
べ
れ
ば
、
ず
い

ぶ
ん
緩
い
。現
実
的
に
は
、

ス
イ
ス
政
府
の
調
査
で
、15

〜
24
歳
の
国
民
の
10
人
に

１
人
が
１
カ
月
以
内
に
マ

リ
フ
ァ
ナ
を
喫
煙
し
た
と

回
答
し
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
国
民
の

多
く
が
Ｔ
Ｈ
Ｃ
１
％
未
満

の
大
麻
草
の
使
用
を
問
題

視
し
な
い
慣
習
と
、
Ｅ
Ｕ

非
加
盟
国
な
ら
で
は
の
独

自
の
ル
ー
ル
を
容
認
す
る

独
自
性
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

矛
盾
を
解
消
す
る
べ
く
、
２
０
０
８
年
に

国
民
投
票
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

嗜
好
用
大
麻
の
合
法
化
は
63
％
の
反
対
で

否
決
。
同
時
に
、
医
療
目
的
で
の
使
用
が

限
定
的
に
合
法
化
さ
れ
た
。
さ
ら
に
11
年

の
麻
薬
法
の
改
正
で
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
１
％

未
満
の
品
種
の
栽
培
と
流
通
が
刑
罰
の
対

象
外
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
同
年
に
７
つ

の
州
が
批
准
し
た
「
大
麻
文
化
と
貿
易
上

の
協
約
」
で
合
法
化
さ
れ
た
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度

Ｃ
Ｂ
Ｄ
タ
バ
コ
の
登
場

最
近
ス
イ
ス
国
内
で
注
目
さ
れ
て
い
る

の
は
、
カ
フ
ェ
イ
ン
レ
ス
・
コ
ー
ヒ
ー
や

ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
・
ビ
ー
ル
と
似
た
位
置

づ
け
に
な
る
ニ
コ
チ
ン
フ
リ
ー
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ

フ
リ
ー
の
Ｃ
Ｂ
Ｄ（
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
）

タ
バ
コ
だ
。
16
年
に
連
邦
公
衆
衛
生
局
が

Ｃ
Ｂ
Ｄ
タ
バ
コ
を
登
録
し
て
以
来
、
急
速

に
普
及
が
進
ん
で
い
る
。

ハ
イ
マ
ッ
ト
社
は
、
世
界
で
初
め
て
ヘ

ン
プ
１
０
０
％
の
“
タ
バ
コ
”
を
商
品
化

し
た
ス
イ
ス
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
だ
。
１

箱
20
本
入
り
の
販
売
価
格
は
49
・
9
フ
ラ

ン
（
約
５
８
０
０
円
）、
ヘ
ン
プ
由
来
の

Ｃ
Ｂ
Ｄ
を
４
ｇ
含
む
（
図
２
）。
タ
バ
コ

の
葉
を
一
切
使
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
タ

バ
コ
と
同
じ
形
態
を
し
て
い
る
の
で
、
販

売
対
象
は
18
歳
以
上
に
限
ら
れ
、
タ
バ
コ

税
25
％
と
付
加
価
値
税
8
％
が
課
せ
ら
れ

る
国
内
限
定
販
売
品
で
あ
る
。

登
場
し
た
翌
17
年
に
、
い
き
な
り
５
０

０
０
万
フ
ラ
ン
（
約
57
億
円
）
の
売
上
を

記
録
し
、税
収
も
１
３
０
０
万
フ
ラ
ン（
約

15
億
円
）
と
な
っ
た
。
供
給
側
も
、
16
年

に
た
っ
た
５
人
だ
っ
た
ヘ
ン
プ
の
栽
培
者

が
、
18
年
に
は
６
３
０
人
に
拡
大
。
Ｃ
Ｂ

Ｄ
製
品
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
タ
バ
コ
以
外
に
も
電

子
タ
バ
コ
、
チ
ン
キ
剤
、
ク
リ
ー
ム
、
お

菓
子
な
ど
多
種
多
様
に
展
開
さ
れ
、
Ｔ
Ｈ

Ｃ
濃
度
１
％
未
満
と
い
う
緩
い
基
準
を
活

か
し
た
市
場
が
一
気
に
形
成
さ
れ
た
。
多

く
は
施
設
内
で
雌
株
を
受
粉
さ
せ
ず
に
栽

培
さ
れ
、
１
㎡
当
た
り
５
０
０
ｇ
の
花
穂

を
収
穫
し
、
そ
れ
ら
は
１
㎏
当
た
り
約
19

万
円
で
取
引
さ
れ
て
い
る
（
図
３
）。

し
か
し
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
商
品
の
国
内
で
の
需

要
は
飽
和
し
て
お
り
、
次
な
る
課
題
は
イ

タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
欧
州
圏
内
へ

の
輸
出
で
あ
る
。
懸
案
事
項
は
、
19
年
２

月
に
Ｅ
Ｕ
が
大
麻
草
か
ら
抽
出
し
た
Ｃ
Ｂ

Ｄ
オ
イ
ル
を
97
年
５
月
15
日
以
前
に
食
用

し
て
の
使
用
歴
が
な
い「
新
規
食
品
扱
い
」

と
す
る
と
発
表
し
た
こ
と
だ
。
Ｃ
Ｂ
Ｄ
製

品
の
多
く
が
新
た
に
申
請
し
て
承
認
を
受

け
な
い
と
販
売
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
の

Ｅ
Ｕ
の
決
定
に
対
し
て
、
業
界
団
体
で
あ

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
業
用
ヘ
ン
プ
協
会
（
Ｅ

Ｉ
Ｈ
Ａ
）
は
、
97
年
以
前
に
20
カ
国
で
歴

史
的
に
大
麻
抽
出
物
が
流
通
し
て
い
た
実

例
を
あ
げ
て
反
論
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
問
題
が
複
雑
化
し
て
い
る
の

は
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
が
難
治
性
て
ん
か
ん
薬
な
ど

の
医
薬
品
原
料
に
も
な
っ
て
い
る
た
め
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
Ｅ
Ｉ
Ｈ
Ａ
は
医
薬
品
、

栄
養
補
助
品
、
食
品
の
区
分
ご
と
に
Ｃ
Ｂ

Ｄ
の
摂
取
量
の
新
基
準
を
Ｅ
Ｕ
に
提
案
し

て
い
る
（
表
１
）。
Ｃ
Ｂ
Ｄ
タ
バ
コ
を
皮

切
り
に
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
製
品
を
ス
イ
ス
国
内
か

ら
Ｅ
Ｕ
経
済
圏
、
さ
ら
に
は
世
界
へ
市
場

を
拡
大
で
き
る
か
。
多
民
族
国
家
ら
し
い

柔
軟
な
文
化
で
生
ま
れ
た
市
場
を
世
界
に

ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か
。
直
面
す
る
課

題
を
ど
う
克
服
す
る
の
か
注
目
で
あ
る
。

出典：https://heimatkult.ch/en

注：CBDを含む化粧品や電子タバコはEU規則で既に合法化されている

図２：ハイマット社のCBDタバコ図３：CBD濃度20%のヘンプ品種の施設栽培

表１：ヨーロッパ産業用ヘンプ協会（EIHA）が提案するCBD摂取量の新基準

区分 CBD摂取量 目的 事例

医薬品 200㎎以上／日 治療 てんかん薬「Epidiolex」

栄養補助品 20～200㎎／日 症状軽減 カプセル、オイル等

食品 20㎎未満／日 健康維持 飲料、クッキー、グミ、チョコ等


